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図１ M2011基本形状 図２ M2011基本形状の推力余裕マップ 
 
２．理論と手法  
エリアルールは 1952 年に R.T.Whitcomb によって提唱された遷音速・超音速域の造波抗力を低
減させる手法である[2]．超音速流において任意の点で生じた微小圧力変化は円錐状に広がる（マ
ッハコーン）．機軸上の任意点から発するマッハコーンで機体を切断するとき，その断面積分布が，




[4𝑥 − 4𝑥2]3 2⁄  (1) 
ここで，x は機首からマッハコーン起源点までの距離を機体全長で無次元化した値，V は機体体
積，L は全長，A(x)は x における機体断面積である[3]．機体の断面積分布を Sears-Haack 曲線に
近づけると造波抗力を低減できるものと期待されることから，形状修正を提案し，その効果を
確認するために JAXA/ISAS の遷音速風洞を用いて風洞試験を実施する． 


























定格回転 100%と 105％の推力データを用いて，式(4)から推力余裕 Tmを推算し，推力余裕マップ
を作成する．M2011基本形状と修正形状を比較し推力余裕の程度を評価する．  




















M2011 基本形状とエリアルール適用形状の空力特性データを取得するために JAXA/ISAS 所有
の吹下し式遷音速風洞を用いて風洞試験を実施する．六分力内装天秤を用いて種々の空力を測定
し，抗力係数を推算する．マッハ数は 0.7～1.3 のマッハスイープ，迎角は 0 deg.固定とし，一様













ル適用形状はおおよそマッハ 1.0 以上において M2011 基本形状よりも抗力係数が小さくなってい





























図１１ WAVEDRAG 解析結果の全体 
 
４－３．推力余裕マップ 






５． まとめ  
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